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図5　都市下水処理水HPLC－UV分析結果
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図6　都市下水処理水HPLC画分の芳香族アミン由来の
　　遺伝毒性
り，比較的高い遺伝毒性を示し，かつ標準試料のピ
ークに相当するとみられる濃縮試料中の4つのエリ
アを斜線で示す（b）．それぞれ，（a）標準試料HPLC
クロマトグラムのMelQx＋IQ，Glu－P－1，TrP－P－2，　Ti　p－P－
1相当のピークと同保持時間であった．すなわち，
下水処理水中に検出される遺伝毒性が標準物質で
同定されるヘテロサイクリックアミン由来である
可能性が強く示唆された．
4－3－3．定量とMS分析
　　Trp－P－2，　Trp－P－1画分のES－502Cカラムを使用
一30一
したHPLC－UV分析による定量結果を表3に示す。
表3　下水処理場試料中の定量結果（ng（L）
Trp－p－1 Trp－P2
下水原水 11 13
下水処理水 7．5 8．1
　　直接導入法によるMS分析の結果，　Trp－P－1，
Trp－P－2が同定された。
4－4．考察
　筆者らはこれまでにし尿処理場，浄水場，都市
河川水試料に対し同様の分析を行っているが，都
市下水処理場試料中のTrp－P－2の濃度はし尿処理場
と都市河川水の中間に位置し，処理場放流水が環
境への遺伝毒性負荷源の一つであることが示唆さ
れている。またTxp一・P－2の標準物質の濃度一反応関
係より，芳香族アミン由来の遺伝毒性に対する
Trp－P－2の寄与率を求めた。処理場試料において10
～30％であった寄与率は河川水試料において1～
9％と低減していたことから，環境においては稀釈
に加えて，その他の毒性をもつ芳香族アミン類の
混入が考えられる。
5．まとめ
　環境試料に対する遺伝毒性試，tlfuM7L試験の適用
法について検討した。一般的な生活排水処理プロ
セスの毒i生モニタリング法としては，減圧濃縮親
株の組合せによる簡易，包括的な検出方法が適し
ており，一例として大学生活系排水合併処理プロ
セスの評価では，一般的な生物処理によって毒性
が低減していることが示された。また，選択的な
濃縮法，株の組合せにより，発がん性芳香族アミ
ンが同定され，同様の手法でさらに毒性物質を検
索してゆくことにより，リスク評価や対策への情
報を得ることができるであろう。結果が試験生物
の特質に左右される生物試験の適用においては，
目的に適合した試験系を選択し，特徴を把握する
ことによって，結果を過大評価することのない，
適切な判断が必要とされる。手法の簡便化などの
改良によっては，将来，環境の分野においても，
生物試験が新たな規制概念として組み込まれる可
能性も大きいであろう。
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